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問1 日本の国会の動きを記録した事例において、9月に衆議院が解散されたことに伴い総選挙が行われ、その選挙の日から30日以
内に召集された国会の名称として最も適切なものはどれか。 （2020年　和歌山公立入試　類似）

1.  特別会 2.  臨時会 3.  常会 4.  緊急集会

問2 参議院の緊急集会において採られた措置（決定）の扱いについて、正しい説明はどれですか。 （2017年　長崎県公立入試　類似）

1.  次の国会開会後、10日以内に
衆議院の同意が得られない場合
は、その効力を失う。

2.  参議院は解散がないため、緊急
集会で決定された事項はそのまま
恒久的な法律となる。

3.  衆議院の解散中であっても、緊
急集会の場に衆議院議長が出席す
れば措置が確定する。

4.  内閣総理大臣が緊急集会の決定
を承認すれば、次の国会での改め
ての審議は不要となる。

問3 「国会は、国権の最高機関であって、国の唯一の立法機関である」という日本国憲法第41条の規定について、その内容を正し
く説明しているものはどれですか。 （2023年　熊本県公立入試　類似）

1.  国の法律を制定する権限は、国
会だけが持つということ

2.  地方自治体の議会が条例を制定
することを禁止するということ

3.  国会が裁判所の判決を覆し、新
たな法律を適用できるということ

4.  内閣が法律を制定し、国会がそ
の執行を監督するということ

問4 日本の予算が成立するまでのプロセスとその仕組みに関する説明として、最も適切なものはどれですか。 （2024年　奈良公立入試　類似）

1.  内閣が予算案を作成し、国会に
提出して審議と議決を受ける。

2.  国会が予算案を作成し、内閣が
その内容を執行するかどうかを判
断する。

3.  日本銀行が経済状況に基づき予
算を決定し、国会が形式的に承認
する。

4.  裁判所が予算の内容が憲法に違
反していないかを事前に審査し、
議決を行う。

問5 3名の裁判官と、公募ではなく名簿から抽選で選ばれた6名の市民が共に法廷に並び、審理を行う「裁判員制度」の仕組みとし
て、正しいものはどれですか。 （2023年　鳥取公立入試　類似）

1.  殺人などの重大な刑事裁判を対
象とし、有罪・無罪の判断だけで
なく、刑の重さも決定する。

2.  金銭トラブルなどを扱う民事裁
判を対象とし、原告と被告のどち
らが正しいかを決定する。

3.  検察官に代わって容疑者を起訴
するかどうかを判断し、裁判の開
始を決定する。

4.  すべての刑事裁判を対象とする
が、市民は有罪か無罪かの判断の
みを行い、刑の重さは裁判官のみ
で決定する。

問6 2009年から導入された日本の裁判員制度について、その仕組みを正しく説明しているものはどれですか。 （2024年　千葉県公立入試　類

似）

1.  くじなどで選ばれた国民が裁判
員として、裁判官と共に重大な刑
事裁判の審理に加わり、有罪か無
罪かや刑罰の内容を決定する。

2.  国民から選ばれた裁判員が、専
門的な法律知識を必要とする民事
裁判において、損害賠償の金額を
裁判官と共に決定する。

3.  裁判員は裁判官の話し合いに立
ち会うことはできるが、最終的な
有罪・無罪の判断や刑罰の決定を
下す権限は持たない。

4.  日本のすべての刑事裁判におい
て、裁判官による判断に代わっ
て、裁判員のみが合議体を作って
判決を言い渡す。

問7 日本の議院内閣制において、内閣が国会に対して「連帯して責任を負う」ことの説明として、最も適切なものはどれですか。
（2021年　埼玉県公立入試　類似）

1.  内閣総理大臣だけが行政の全責
任を負い、他の国務大臣は責任を
負わない仕組み

2.  内閣が行う行政について、内閣
総理大臣とすべての国務大臣が一
致して国会に対し責任を負う仕組
み

3.  内閣が国会の決定を無視して
も、裁判所が認めれば責任を問わ
れない仕組み

4.  国民が直接選挙によって内閣の
メンバーを一人ずつ選び、それぞ
れが国民に個別の責任を負う仕組
み

問8 日本の刑事裁判において、裁判官から見て検察官の反対側に位置し、被告人のすぐ隣に座ってその権利や正当な利益を擁護す
る役割を果たす人物を何と呼びますか。 （2015年　山口公立入試　類似）

1.  裁判官 2.  検察官 3.  弁護人 4.  裁判員

問9 裁判員制度が導入された主な目的や背景を説明したものとして、最も適切なものはどれですか。 （2020年　鳥取公立入試　類似）

1.  裁判に国民の視点や日常的な感
覚を反映させることで、司法をよ
り身近なものにし、国民の信頼を
高めるため。

2.  法的な専門知識を持つ裁判官の
人数が不足しているため、その事
務作業や審理を市民に代行させる
ため。

3.  検察官による起訴内容が適切か
どうかを国民が事前に審査し、冤
罪を未然に防ぐ仕組みを構築する
ため。

4.  裁判にかかる莫大な費用を削減
し、迅速な判決を出すことで、国
の司法予算を抑制するため。
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
特別会

衆議院の解散に伴う総選挙が実施された後、憲法第54条に基づき、選挙の日から30日以内に召集さ
れる国会を特別会（特別国会）といいます。この国会では、内閣が総辞職したことを受けて、新た
な内閣総理大臣の指名選挙が行われます。

問2 答え 1
次の国会開会後、10日以内に衆議院の
同意が得られない場合は、その効力を失
う。

緊急集会はあくまで衆議院が不在の間の暫定的な措置であるため、二院制の原則に基づき、新たに
選出された衆議院による事後の同意が必須とされています。もし衆議院の同意が得られなければ、
その決定は将来に向かって効力を失うことになります。

問3 答え 1
国の法律を制定する権限は、国会だけが
持つということ

「国の唯一の立法機関」という規定は、国会だけが国としての法律を制定できるという原則を示し
ています。これは、国民から信託を受けた国会が法を定めることで、国民の権利を守るという民主
主義の仕組みに基づいています。なお、地方公共団体の条例は各自治体の議会で制定されますが、
これと「国の立法」は区別されます。

問4 答え 1
内閣が予算案を作成し、国会に提出して
審議と議決を受ける。

予算の作成は、実際に政治（行政）を運営する責任を負う内閣が行います。しかし、その内容が国
民の意思を反映しているかをチェックし、正式な国の決定とするために、国会での審議と議決が必
要不可欠となります。これによって行政に対する民主的な統制が行われています。

問5 答え 1
殺人などの重大な刑事裁判を対象とし、
有罪・無罪の判断だけでなく、刑の重さ
も決定する。

裁判員制度は、国民が刑事裁判に参加することで、司法に対する国民の理解と信頼を深めることを
目的としています。対象となるのは、殺人、強盗致死傷、現住建造物等放火などの重大な刑事事件
の第一審（地方裁判所）です。市民から選ばれた裁判員は、裁判官とともに対等な立場で議論（評
議）を行い、被告人が有罪か無罪か、および有罪の場合にはどのような刑罰を与えるか（量刑）を
決定します。民事裁判は対象外であることや、検察官の役割である起訴の判断とは別のものである
ことに注意が必要です。

問6 答え 1
くじなどで選ばれた国民が裁判員とし
て、裁判官と共に重大な刑事裁判の審理
に加わり、有罪か無罪かや刑罰の内容を
決定する。

裁判員制度は、司法に対する国民の理解を深め、信頼を高めるために導入されました。対象となる
のは殺人罪などの重大な刑事事件に限られており、民事裁判は含まれません。選ばれた裁判員は裁
判官と共に、被告人が「有罪か無罪か」という判断だけでなく、有罪の場合の「刑罰」の内容（量
刑）までを決定する重要な役割を担います。すべての刑事裁判が対象ではない点や、民事裁判が含
まれない点がひっかけとしてよく出題されます。

問7 答え 2
内閣が行う行政について、内閣総理大臣
とすべての国務大臣が一致して国会に対
し責任を負う仕組み

議院内閣制の下では、内閣は一つの組織として活動し、その方針や行動については閣僚全員が連帯
して責任を負います。もし国会から信任が得られないと判断され、衆議院で内閣不信任決議が可決
された場合には、内閣は総辞職するか、衆議院を解散して国民の信を問わなければなりません。こ
れは、大統領が国民から直接選ばれる大統領制とは異なる特徴です。

問8 答え 3
弁護人

刑事裁判では、国家を代表して犯罪を立証する検察官に対し、被告人の人権を守り、法的なサポー
トを行う役割が必要です。この役割を担うのが弁護人であり、法廷では被告人が孤立しないようそ
のすぐ隣に配置され、検察官と対抗する形で議論を行います。日本国憲法でも、被告人が自ら弁護
人を依頼する権利や、経済的理由で依頼できない場合に国が弁護人をつける国選弁護制度が保障さ
れています。

問9 答え 1
裁判に国民の視点や日常的な感覚を反映
させることで、司法をより身近なものに
し、国民の信頼を高めるため。

日本の司法はかつて「専門家だけで行われており、一般市民には分かりにくい」という批判があり
ました。裁判員制度の導入は、主権者である国民が直接裁判に参加することで、司法に対する関心
を高め、国民の健全な社会常識を裁判の内容に反映させることを目的としています。これは「司法
の民主化」の一環として位置づけられています。


